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守江港A

出典：http://www.jishin.go.jp/main/index.html（文部科学省：地震調査研究推進本部）を加工して作成

守江港 港湾津波避難計画

港湾は、産業活動や海上交通利用などで様々な人が活動しており、地震・津

波発生時には、埋立地が多いため液状化の危険性もあり、近くに高台などの避

難施設もないなど特殊な地域です。

津波が来る前に、日頃から避難先や経路、避難に必要な時間を確認するなど、

しっかり準備しておくことが重要です。

港湾の津波避難 想定される地震・津波

避難完了の目安は、遅くても地震後80分です。港湾地域にいる人が避難するために必要な時間と避難する際の注意点は下の図を参考にしてください。

安全確保や二次災害防止を行う作業者は、自らの命を守ることを前提に、作業内容、作業時間、役割分担等を明確にし、作業を行った後に避難ができる計画としてください。

避難に必要な時間と避難する際の注意点

① 80分

※発生確率が高い南海トラフ地震でのモデルで作成しています。

18 分

津波情報の入手、避難先の確認、持

ち出し物の準備など、避難を開始す

るまでにかかる時間 47分

避難に使える時間
より高い

ところへ

港湾地域に

いる就労者

やレジャー

等の来訪者

安全確保や

二次災害防

止を行う作

業者 30 分

津波の有無を確認した後、避難誘導や水門等の閉鎖、工場施設停

止など、安全確保や二次災害防止のために必要な作業時間

地震

発生

津波

警報等

発令
避難準備 避 難

② ③
＝ ①－②－③

15分

敷地や建物から広

い道路まで移動す

る時間

ゆっくり（速さ0.5ｍ/ｓ）歩いた場合、1,300ｍ先まで移動が可能です。

② ③

35分

避難に使える時間 ＝ ①－②－③ より高い

ところへ

津波到達までに高台など津波

高より高い所へ避難してくだ

さい。

高台への避難が間に合わない

場合は、津波避難ビルに避難

避難中は、避難経路が液状化

している可能性があります。

複数の避難経路や避難先を確

認しておきましょう。

避難経路の途中の事業所内に

は、危険物が設置されている

こともあります。

事前に避難経路の安全性を確

認しておきましょう。

避難

完了

津波の有無の情報は、地

震発生後3分程度で発表

されます。

地震発生後、すぐに避難開始

することが重要です。

日頃から避難先や経路、避難

に要する時間などを確認して

おきましょう。

テレビ、ラジオ、防災無線、

スマートフォンなどにより

最新の情報を入手し、津波

到達予想時間や津波高さを

確認しましょう。

※過去の津波での平均避難開始時間 ※アンケートでの最長時間

15分

敷地や建物から広

い道路まで移動す

る時間

※アンケートでの最長時間※想定の時間です。作業内容により時間が異なります。

※想定の津波到達時間です。地震発生時に正確な情報を入手し、津波到達までに避難しましょう。

ゆっくり（速さ0.5ｍ/ｓ）歩いた場合、1,300ｍ先まで移動が可能です。

南海トラフの巨大地震

・地震発生から80分後には避難ができなくなる

津波高1.0mが押し寄せる。

・地震発生から105分後には最大の津波高3.32ｍ

が押し寄せる。

別府湾の地震

・地震発生から18分後には避難ができなくなる

津波高1.0mが押し寄せる。

・地震発生から20分後には最大の津波高3.28ｍが

押し寄せる。

作成例です。本文を参考にそれぞれに合った時間を

入れて、ご活用ください。



守江港A

出典：http://www.jishin.go.jp/main/index.html（文部科学省：地震調査研究推進本部）を加工して作成

守江港 港湾津波避難計画

港湾は、産業活動や海上交通利用などで様々な人が活動しており、地震・津

波発生時には、埋立地が多いため液状化の危険性もあり、近くに高台などの避

難施設もないなど特殊な地域です。

津波が来る前に、日頃から避難先や経路、避難に必要な時間を確認するなど、

しっかり準備しておくことが重要です。

港湾の津波避難 想定される地震・津波

避難完了の目安は、遅くても地震後80分です。港湾地域にいる人が避難するために必要な時間と避難する際の注意点は下の図を参考にしてください。

安全確保や二次災害防止を行う作業者は、自らの命を守ることを前提に、作業内容、作業時間、役割分担等を明確にし、作業を行った後に避難ができる計画としてください。

避難に必要な時間と避難する際の注意点

① 80 分

※発生確率が高い南海トラフ地震でのモデルで作成しています。

分

津波情報の入手、避難先の確認、持

ち出し物の準備など、避難を開始す

るまでにかかる時間
分

避難に使える時間
より高い

ところへ

港湾地域に

いる就労者

やレジャー

等の来訪者

安全確保や

二次災害防

止を行う作

業者 分

津波の有無を確認した後、避難誘導や水門等の閉鎖、工場施設停

止など、安全確保や二次災害防止のために必要な作業時間

地震

発生

津波

警報等

発令
避難準備 避 難

② ③
＝ ①－②－③

分

敷地や建物から広

い道路まで移動す

る時間

② ③

分

避難に使える時間 ＝ ①－②－③ より高い

ところへ

津波到達までに高台など津波

高より高い所へ避難してくだ

さい。

高台への避難が間に合わない

場合は、津波避難ビルに避難

避難中は、避難経路が液状化

している可能性があります。

複数の避難経路や避難先を確

認しておきましょう。

避難経路の途中の事業所内に

は、危険物が設置されている

こともあります。

事前に避難経路の安全性を確

認しておきましょう。

避難

完了

津波の有無の情報は、地

震発生後3分程度で発表

されます。

地震発生後、すぐに避難開始

することが重要です。

日頃から避難先や経路、避難

に要する時間などを確認して

おきましょう。

テレビ、ラジオ、防災無線、

スマートフォンなどにより

最新の情報を入手し、津波

到達予想時間や津波高さを

確認しましょう。

分

敷地や建物から広

い道路まで移動す

る時間

※想定の津波到達時間です。地震発生時に正確な情報を入手し、津波到達までに避難しましょう。

南海トラフの巨大地震

・地震発生から80分後には避難ができなくなる

津波高1.0mが押し寄せる。

・地震発生から105分後には最大の津波高3.32ｍ

が押し寄せる。

別府湾の地震

・地震発生から18分後には避難ができなくなる

津波高1.0mが押し寄せる。

・地震発生から20分後には最大の津波高3.28ｍ

が押し寄せる。
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